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(1) 

0≦a ならば POQ が直角または鈍角になり、 

a≦1 ならば OPQ が直角または鈍角になるのは明らかで、 10  a  

 

OQP が鋭角になる条件を考えると、 

0)1(),1(),( 222  baabaaQPQObaQPbaQO  

求める条件は 
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点Q の存在範囲を図示すると、右図の網掛部の通り。境界線を含まない。 

 

(2) 

0n のとき 

  )(0)()( 2222 は整数≧ mmmbnnamnam   

 

0n のとき (1)より 22 aab  であるから 

  

)12(

2

)()()()()(

2

222222

222222







nmanmm

anannamanmnam

aannamnambnnamnam

 

 

ここで、右辺は aについての 1次式であり、(1)より 10  a であるから 

0)12(  nmn のとき )(0)12( 22 は整数≧ mmmnmanmm   

0)12(  nmn のとき )(0)12( 22 は整数≧ mmmnmanmm   

0)12(  nmn のとき  

)(0)()()12()12( 222 は整数≧ nmnmnmnmnmmnmanmm   

 

したがって、いずれにしても、 0)12(2 ≧ nmanmm が成り立つので 

  0)()( 222 ≧bnnamnam   (証明終) 

 

 

なお、 02  xx を解くと 10  x であるが、 xが整数ならば満たさない。 

したがって、 xが整数のとき、 02 ≧xx  は明らかである。 
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